
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ環境面 

・広くはないが工夫されている。 

・セラピストの効果がわからない。 

Ｂ児童への支援内容 

・制作のプログラムが多い。 

・子どもが通所を楽しみにしている、支援に満

足しているなどの声があり良い評価を受けてい

る。 

Ｃ事業所からの情報発信 

・ワークショップや、イベントについて、また

企画してほしいという声が多かった。 

 

Ｄ非常対応 

・緊急時対応マニュアルの周知、説明や避難訓

練の実施など良い評価をうけている。 

 

Ａ環境面 

・利用児の成長にともない、スペースが狭くな

ってきており、構造や動線の確認が必要。 

・完全なバリアフリーではなく、段差や移乗介

助の高低差がある。 

・業務改善を進めるため、スタッフ同士で相談

修正している。 

Ｂ児童への支援内容 

・おおまかな活動プログラム案を出しチーム全

員で、提案、修正しながらおこなっている。 

・プログラムが固定化しないように工夫してい

る。 

・支援前後の打ち合わせや振り返りはおおむね

できている。 

Ｃ関係機関との連携 

・学校や他の放課後等デイサービスと情報交換

できている。 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・ワークショップ、イベント開催をした。 

Ｅ非常対応 

・対応できているという評価だった。 

【共通点】 

・支援についてはおおむね高評価を受けている。 

・ワークショップやイベントを実施したことで保護者との連携も良い評価になった。 

・非常時対応も緊急連絡や引き取り訓練などの成果が評価につながっている。 

・健常児との交流がほとんどない。 

【相違点】 

・施設環境は実際支援しているスタッフは狭さや、動きにくさを感じている。 

 

 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

事業所自己評価シート         
平成３０年度        



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名 わくわくさん日吉の扉 

担当者  鈴木久美    

 

昨年度から引き続き 

・支援室の広さは変わらないので、他施設を活用するなどして活動内容を広げる。 

・同法人の通常の放課後等デイサービスと合同での活動や、近隣の施設のイベントに参加して他児と

の関わりを増やす。地域のイベントに参加する機会をつくる。 

今年度より 

・支援室の扉を開放したり、外出支援の際（買い物や散歩など）に積極的に挨拶をして利用児の存在

を知ってもらう。 

・セラピストやその他有資格者の活動や、プログラムの目的や効果を記録で伝えていく。 

 

 

・有資格者がそれぞれの知識や技術を生かし連

携を図り、相談しながら支援できている。 

・保護者との連携がワークショップやイベント

の開催でさらに強まり、情報共有できるように

なった。 

・昨年度はあまり周知されていなかった非常時

の対応が引き取り訓練の実施などで周知され

るようになった。 

 

・支援室の狭さ。 

・健常児含め地域との関わりが少ない。 

・少数ではあるが、制作が多いという意見も

あり、活動プログラムの工夫。 

・セラピストが支援に入る効果を保護者に伝

えられていない。 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

昨年度から大きく改善されたことは、保護者との連携強化と非常時対応マニュアルの周知である。 

ワークショップやイベント、引き取り訓練や緊急連絡メール送信訓練とどちらも保護者の方々に協力してもら

うことができた結果であり、とても感謝している。 

支援や個別の支援計画についてもおおむね良い評価をいただいたので、今後も信頼してもらえるようにスタッ

フ全員で良い支援ができるように努力していきたい。 


